
パチョフ・ソ迎共産
党冊目記長（当

時〉と、すでに迫い詰められてい

た組紫陽・中国共産党総3記（当

時〉との中ソ両党白脳会談の口頭

で、越紫陽がテレピの放映中に、

衝撃的に暴露したものであった。

て有効性をもっていることであ

る。部小平をして、このように趨

法規的存在たらしめているこの
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中国の政治情勢が大きく流動化

している。このほど北京で聞かれ

た全国人民代表大会（第七期第五

2回会議）で政府活動報告を行った

AZ李鵬首相の地位も安泰ではない、

・一との観測も出はじめている。

2
て」の問、部小平に導かれた

索

。v一派の攻努が続き 、
大勢は
弾地・開

一般路綿へと
叙述に動きつつあり、

6 

亙E

議詰

早川一
434一経一産一保守派の指導者たちは深刻な危機

一に立たされている、と一般には報

一じられている。果たしてどうなる

一ものか。今回の一辿の動きを理解

一するためには、次の二点をまずお

一さえておかねばならない。

一
第一に、今臼の中凶では、「す

一べての軍要事項の決定は部小平同

一志に委ねられている」という中間

一共産党第十一二回党大会（一九八八

年秋）の「秘密決
議」が依然とし
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嶺雄

・
賀敬之〉などを回目っていたばか

りか、
保守派長老たちのけ描盤であ

る党中央顧問委口会（主任・陳

雲）をパックにして部小平路線へ

の批判と抵抗のコアリジョン（迎

合体制〉が形成され、北京では部
ラスでは、
経済連蛍の挑依林、
党

組織
迎営の宋平らが仔在し 、
部力

群や胡喬木らのイデオロiグ、そ

れに三月中旬に死去した王任問ら

も最近まで党中央理論誌『求是』

など保守派のメディアで
健軍をふ

るっていた。
そのようなとき、

昨年後半からはソ迎

共産党の解体、ソ連

常獄王 門のあへはに平 れなこをとのでたて
、 白
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「秘倍決
融」は、一九八九年五月

士ハ日夕刻 、
民主化運動が盛
り上

がっているさなかに訪中したゴル
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小平も動きがとれなかった。中間

の民主化迎動が批判の対象として

かかげた「八老治問」の品名たち

を見てみても、陳虫、李先念、王

市民、部一波 、
宋任問 、
必以と制尚

昆以外はいずれも保守派だといえ

よう。トップの政治局常
務議日ク

邦の
削減に見られたように、
脱社

会主義の世界的潮流が療を切って

流れ出し、
「和平副変」（社会主

議稲山の平
和的転寝）の危機を一

致して明えざるを得ない厳しい環

境のなかで、
中
国囲内の路線闘争

．栴力闘争はむしろ逆に激化し

郡小平が段後の力をふりしぼって

みずから関頭指却をとらねばなら

なかったのである。
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以上のように見ると、この秋以

降に予定されている
第十四回党大

会を目指して、
中間の民老たち

は、「死後への死闘」を開始した

といえよう。当面は部小平の巻き

返しが功
を必して、保守派の指持

者も相次いで部小平寄りのポ！ズ

を示しはじめたが、そのことは、

ポスト部小平時代への大きな
不安

をかきたてずにはおかない。しか

も、A7闘の部小平講話にも比られ

るように、
改革・開放を呼号しな

がら、
他方では「プルヲョア白山

化に断固反対」という郡小平路綿

の万町は、
改ぶ・開放の窓口から

吹き込む「南風」（香港、台湾の

影響）
に包まれて、ますますその

矛盾を深化肱大させるであろう 。

来日の江沢民・総Aμは、本

来、このような出迷を抑えて最高

リーダーシップを発抑すぺ宮地位

にあるのだが、
彼にそうした力献

がないことは、
この間の中国内政

の
動きが、
十分すぎるほど証明し

たのであった。（なかじま・みねお）

正論　保革対立の中で矛盾激化へ　産経新聞-1992.04.02




